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 淡々とした語り口で自分の過去を振り返る。次々と画面が変わり、「怒れる女たち」が言
葉を重ねていく。彼女たちの発する言葉は一切装飾がなく自己を凝縮させている。女であ
る為に自己を抑制することへの疑問と社会への怒りが迸る。そんな彼女たちは純粋で美し
い。私は圧倒され、畏怖とともに憧憬を覚える。と同時に、自分の苦い過去が脳裡を過る。 
 母親から「アンタたちがいるから離婚できない」と言われた上野千鶴子さんの言葉に胸
が痛くなる。私の両親も不仲であり夫婦喧嘩が絶えることはなく、母からは「アンタたち
の為に我慢している」と幼い頃から言われ続けていた。そんな母親を不憫と感じながらも、
一方で子どもに負債感を与える母親に対する嫌悪感は日増しに大きくなっていった。しか
し、私には親と「闘争」する勇気はなく、大学進学を理由に合法的に「逃走」するしかな
かった。両親から長男の義務を執拗に聞かされ続けていた私であったが、大学卒業後も親
元へ帰ろうとはしなかった。 
ところが、４年前に母が体調を崩した為、30年余勤務した職場を退職し、実家で両親と
ともに暮らし始めることとなったが、経済的な不安を抱えながらも退職を決断したのは、
やはり「長男」としての責務を果たしていない「後ろめたさ」を感じてのことである。 
今も昔も、ジェンダー問題に通底するのは「家父長制」であり、長きに亘り長男は「家
父長制」を維持する社会的装置という側面を持っていた。男である私にとっても「長男」
という呪縛からは逃れ難く、人生の途中で「専業主夫」への転職を余儀なくされたが、21
世紀の現在でも「男は山へ柴刈り（稼ぎ手）、女は川へ洗濯（主婦）」という性別役割分業
が厳然と残っていることを痛感させられた。上野千鶴子さんはご自分を「マージナルウー
マン」と称されているが、「主夫」もまた社会的に認知され難い「マージナルな存在」であ
る。多様な生き方を認めない社会は女性だけでなく、男性にとっても生き難い。 
フェミニズムが男女間に横たわる性的差別解消だけでなく人間としての権利と自由の獲
得を目指す思想であるならば、男性にとっても大いに歓迎されるべきであろう。松井監督
は周囲の目を怖れ、フェミニズムと距離を置いていたと語られた。そんな監督の視点だか
らこそ、私の様な中年男でもシンパシーを感じられる映画になっている。「男たちよ、何を
怖れる？自分の言葉で社会を、そして自分を語れ」と叱咤激励された気がしたのだが…。 
 
